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授業提案者 山口 耕 

１ 単元名 

This is for you. カードをおくろう 

 

２ 単元の目標 

⑴聞くことア  ⑵話すこと[やり取り]イ 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

日本語と英語の音声の違いに気付

き、色や形の言い方や互いの欲しい

ものを尋ねたり答えたりする表現に

慣れ親しむ。 

 仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、相手や場

面に応じて、欲しいものを尋ねたり

答えたりする。 

仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、相手に伝

わるように工夫しながら、欲しいも

のを伝え合おうとする。 

 

３ 単元の評価規準  

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①
聞
く
こ
と 

 色や形の言い方や、欲しいも

のを尋ねたり答えたりする表

現を聞くことに慣れ親しんで

いる。 

 仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、仲間との

やり取りをとおして、相手の欲しい

ものが分かっている。 

 仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、相手が伝

えたいことを考えながら聞こうとし

ている。 

②
話
す
こ
と
单
や
り
取
り
卖 

色や形等、身の回りの物につ

いて、What do you want? 〇

〇, please.等の表現を用いて自

分の欲しいものを尋ねたり答

えたりすることに慣れ親しん

でいる。 

 仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、相手に伝

わるように工夫しながら、色や形等、

身の回りの物について、欲しいもの

を尋ねたり答えたりして伝え合って

いる。 

 仲間に喜んでもらえるグリーティ

ングカードを作るために、相手に伝

わるように工夫しながら、色や形等、

身の回りの物について、欲しいもの

を尋ねたり答えたりして伝え合おう

としている。 

 

４ 単元について                   ５ 子どもについて 

 本単元は、色や形を表す語句や欲しいものを尋ねた

り答えたりする表現を用いてグリーティングカードを

作り、紹介し合う活動をとおして、コミュニケーショ

ンを楽しむようになることをねらいとしている。 

 本単元は、相手の好きな色や形を使って、伝えたい

ことを英語で仲間に伝えるという、目的や相手意識が

はっきりしている学習である。商品の売り買いをする

活動を取り入れ、グリーティングカードに使う色や形

を商品として扱うことで、英語で会話する楽しさを味

わわせることができる。また、世界のグリーティング

カードを知ることで、異文化への理解が深まり日本の

年賀状等のよさにも気付くことができる単元である。 

 本単元は、相手の思いや考えを汲みながら共感的に

聞こうとしたり、仲間を尊重して表現を高め合おうと

したりする態度の育成が期待でき、本校のめざす言語

能力及び協働力を育むうえで意義深い。 

 子どもは、これまでチャンツやゲーム、会話等をと

おして、英語を使って好きなものを尋ねたり、クイズ

を出したり答えたりする活動に慣れ親しんできた。年

度当初は自分の考えを英語で表現することに対する

不安が大きかったが、積極的に英語を使って仲間とや

り取りを楽しめる子どもが増えてきた。ペア活動のな

かで、学習した英語表現を使ったり、分からない表現

は教師に聞いて話そうとしたりする子どももいる。 

外国語活動においては、単元ならではの表現を用い

たやり取りを段階的に経験させることで、仲間とその

やり取りをしてみたいという意欲をもつことができ

てきた。しかし、やり取りのなかで、話し手がもっと

話したくなるような反応の仕方を理解して実践する

姿はあまり見られない。そのため、仲間の表現と反応

のよさを認め合いながら、互いの表現を高め合うこと

ができるように、指導を継続している。 

 



６ 子どもが「学びをつなぐ」ための学習指導 

○ 研究内容１：仲間と共に学びをつなぐ言語活動の在り方 

本単元では、仲間の欲しいものを尋ね合い、相手にグリーティングカードを贈るという単元ゴールを設定する。

そうすることで、仲間について知る楽しさや伝わる達成感を味わわせながら、やり取りを楽しませたい。また、

毎時間の導入において、少しずつ語句や表現を増やしながら、既習表現を生かした教師と子どもとのやり取りを

行うことで、仲間とのやり取りに必要な表現に気付かせ、言語活動の際に生かすことができるようにする。 

 本時は、店員と客に分かれて、商品の売り買いをする活動を取り入れることで、相手の欲しいものを尋ねたり、

自分の欲しいものを伝えたりするやり取りに必然性をもつことができるようにする。商品の売り買いで必要な表

現は、教師と子どものやり取りから気付くことができるようにする。会話マップを利用しながら仲間とのやり取

りを行わせることで、相手に伝わった表現や反応を全体で共有し、達成感を味わえるようにする。また、仲間と

のやり取りの途中で気付いた、会話が楽しくなる表現や反応を全体で共有することで、仲間と協働することのよ

さに気付かせたい。ふりかえりでは、ゴールへの達成感や単元終末の言語活動に対する意欲的な発言を全体で共

有することで、今後のコミュニケーション活動や表現の高まりに期待をもつことができるようにしていきたい。 

 

７ 単元指導計画（５時間） 

段階 主な学習活動及び学習内容 主な教師のかかわり 知・技 思・判・表 態 

生
み
出
す
⑴ 

１ 教師と子どものやり取りや世界

のグリーティングカードの動画か

ら単元ゴールを知る。 〈１時間〉 

 ○ 形を表す表現 

 ○ 欲しいものを伝える表現 

 

 

○ 子どもにとって聞き慣れた英語を用いた歌やチャン

ツを行うことで、形や欲しいものを伝える表現に慣れ親

しむことができるようにする。 
○ 仲間に贈るグリーティングカードには、どのような色

や形を使うと、相手が喜ぶかを考えさせることで、形や

色の英語表現に興味をもつことができるようにする。 

 
 
 
 
 
 

 ①② 
 
 

挑
む
⑶ 

２ ペアで相手の欲しいものを尋ね

合い、グリーティングカードを作

る。         〈１時間〉 

○ 形や色を表す表現 

○ 欲しいものを尋ねる表現 

３ （グリーティングカードを贈る

仲間に）好きなものを尋ね、相手

にどんなグリーティングカードを

贈るかイメージする。 〈１時間〉 

 ○ 欲しいものの尋ね方や答え方 

４ 店員と客に分かれて、商品の売

り買いをする。    〈１時間〉 

 ○ 店員と客の尋ね方や答え方 

 

 

 

 

 

 

 

○ グリーティングカードを贈る相手に既習表現を生か

して好みを尋ねる活動を取り入れることで、やり取りに

必然性と目的意識をもつことができるようにする。 

○ チャンツやゲームのなかで、繰り返し欲しいものを尋

ねたり答えたりする活動を取り入れることで、What do 

you want?や〇〇,please.等の表現に慣れ親しむことが

できるようにする。 

○ コミュニケーションのポイントを確認して相手の欲

しいものを質問させたり、聞かれた質問に答えさせたり

することで、上手な話し方・聞き方について考えること

ができるようにする。 

○ 仲間とのやり取りの途中で気付いた、会話が楽しくな

る表現や反応を全体で共有することで、仲間と協働する

ことのよさに気付くことができるようにする。 

○ 商品の売り買いで必要なやり取りについて、会話マッ

プ（欲しいものを尋ねたり答えたりするために必要な情

報）を掲示して共有することで、尋ねたり答えたりする

内容を確認しながら話すことができるようにする。 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

生
か
す
⑴ 

５ グリーティングカードを完成さ

せて仲間に贈る。   〈１時間〉 

 ○ グリーティングカードの紹介 

○ 完成したグリーティングカードについて、どのような

色や形を使ったのかを英語で紹介し、相手に贈る場を設

定することで、仲間と協働する喜びを感じることができ

るようにする。 

① ① ① 

単元ゴール 
仲間が喜んでくれる、感謝の気持ちを伝えるグリーティングカードを作って贈る。 

 

「知・技」

や「思・判・

表」につい

ては記録に

残す評価は

行 わ な い

が、目標に

向けて指導

を行う。 

行動観察 
記述分析 

本時 

3/3 

A: What do you want? 
B: Big blue circle, please. 
（大きさ，色，形） 
A: How many? 
B: Three,please.（数） 
A: O.K. Here you are. 
B: Thank you. 
A: You’re welcome. 

行動観察 
記述分析 



 相手が伝えたいことを考え、コミュニケーションのポイントを意識し、欲しいものを尋ねたり答えたりしよ

うとしている。                           （態度②）【行動観察・記述分析】 

８ 本時の目標 

 

９ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり（★は評価にかかわるもの） 

１ 単元ゴールのイメージから「目的」、「場面や状況」

を確認し、本時のめあてを設定する。 

 ○ 歌 

○ 本時のめあて 

 

 

２ 商品の売り買いをする活動を行ううえで会話に必

要な表現を確認し、チャンツによって表現に慣れ親

しむ。 

 ○ 欲しいものの尋ね方や答え方 

 ○ 会話に必要な表現 

○ 聞き方 

    ・ コミュニケーションのポイント 

 
３ 学習した英語表現を使って、仲間とやり取りを行

う。 

○ 教師と子どものやり取り 

  ・ やり取りの例 

A: What do you want? 

A: What color do you want? 

A: Do you like blue? 

A: 反応 Big or small? 

A: 反応 How many? 

A: 反応 Here you are. 

A: You’re welcome.  

B: Circle, please. 

B: Blue,please. 

B: Yes,I do. 

B: Big,please. 

B: Three,please. 

B: 反 応 Thank 

you. 

 ○ お店屋さんでのやり取り 

  ・ 前半 

  ・ よいところの共有 

  ・ 後半 

  ・ よいところの共有 

○ 代表によるやり取り 

４ 本時の学習をふりかえる。 

○ ふりかえりの視点 

  ・ 自分や仲間ができるようになったこと 

  ・ 欲しいものが相手に伝わったときの気持ち 

  ・ 相手が話したくなる反応 

・ What do you want? 

・ Here you are. 

・ You’re welcome.  

・ 〇〇, please. 

・ Thank you. 

 

○ 単元ゴールであるグリーティングカード作りに

向けて、「目的」、「場面や状況」を確認することで、

本時の見通しをもつことができるようにする。 

 

 

 

○ 商品の売り買いで必要なやり取りについて、会話

マップを掲示して確認することで、尋ねたり答えた

りする内容を確認しながら話すことができるよう

にする。 

○ 掲示物を基に、既習の語句や表現を使ったチャン

ツや、教師と子どものやり取りで会話に必要な表現

をふりかえらせることで、コミュニケーションのポ

イントに気付くことができるようにする。 

 
 
 
○ 教師の実演や子ども同士のやり取りから、様々な

反応を見せ、聞き手の反応としてどのように感じる

かを考えさせることで、話し手が話したくなるよう

な反応に気付くことができるようにする。 

 
 
 
 

 

 

★ 教師と子どものやり取りからの気付きを問い、板

書に掲示して共有させることで、コミュニケーショ

ンのポイントを意識したやり取りができるように

する。 

○ 仲間とのやり取りの途中で気付いた話し方、聞き

方のよさや仲間のよいところを全体で共有するこ

とで、仲間と協働することのよさに気付くことがで

きるようにする。 

○ 本時でめざす姿について、ふりかえりの視点を基

にふりかえらせ、共に活動した仲間と共有させるこ

とで、コミュニケーションの楽しさや、表現の高ま

りを実感することができるようにする。 

10 本時の評価規準 

 

 仲間が喜んでくれるグリーティングカードを作るために、欲しいものを尋ねたり答えたりする。 

仲間が喜んでくれるグリーティングカードを作
るために、欲しいものを伝えて買い物をしよう。 

目 的： 仲間の好みを知り、仲間が喜んでくれ
るグリーティングカードを作る。 

場面や状況： 店員に欲しいものを伝え、客の欲しい
ものを聞いて渡す場面。 

コミュニケーションのポイント 
伝わる声、アイコンタクト、表情、ジェスチャー、

うなずき、相手が話したくなる反応 

予想される子どもの反応 
Nice.  Good.  O.K.  I see.  Wow.  
Me too. リピート 

① 数・・・・欲しい数を尋ねる 
       ② 大きさ・・大きさを尋ねる 
       ③ 色・・・・欲しい色を尋ねる 

   ④ 形・・・・欲しい形を尋ねる 

必要な情報 

会話マップ 


